
順
位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考

１ ８番 小野　泰弘

市　長

市　長

市　長

市　長

２ １２番 大沼　宗彦
選挙管理委
員会委員長

選挙管理委
員会委員長

選挙管理委
員会委員長

選挙管理委
員会委員長

教育長

教育長

市　長

市　長

市　長

４ 奨学金制度
について

市　長
教育長
市　長
教育長

質問の要旨

１ 美田園防災
調整池について

(1)突発的で局地的な豪雨による美田園地区の冠水を
防ぐための対策を検討すべき。
(2)想定外のゲリラ豪雨で美田園地区の冠水が避けら
れない場合の対応を検討すべき。
(3)調整池の堆積物を調査し、雨水貯留機能を低下さ
せる場合はしゅんせつすべき。
(4)周辺民家の網戸や洗濯物に付着する綿毛の発生源
である調整池内のガマ等を除去すべき。

１ 投票率向上
について

(1)平成28年１月の市議会議員選挙は、これまでの最
低投票率だった。今回の投票率向上の対策はどのよう
に講じたか。
(2)期日前投票期間中は遠隔地や仮設住宅地と投票所
を結ぶ臨時バスを運行し、高齢者や障がい者等に配慮
すべき。
(3)名取駅コミュニティプラザでの期日前投票を実施
すべき。
(4)18歳以上投票時代を迎え、投票率向上に必要な対
策を示すべき。

２ 主権者教育
について

(1)市内小中学校の児童会・生徒会役員選挙の現状と
課題を明らかにすべき。
(2)小学校高学年及び中学生への市議会見学会や子供
議会、模擬投票などの体験学習を定めた主権者教育の
指針を示すべき。

３ 国民健康保
険税について

(1)国民健康保険税の引き上げ抑制についての検討内
容と課題を明らかにすべき。
(2)国民健康保険特別会計の財政調整基金の一部を活
用して、国民健康保険税の１世帯１万円以上の引き下
げを実施すべき。
(3)滞納世帯の生活実態把握に努め、保険税の徴収や
差し押さえなどを行う宮城県地方税滞納整理機構に徴
収事務を移管することを改めるべき。

(1)保護者負担軽減の観点から、一般的に高いと言わ
れる教育費の現状と本市の課題を明らかにすべき。
(2)非正規労働、ひとり親世帯の子供の貧困が問題と
なっている。名取市震災遺児孤児奨学金とは別に、返
還不要な本市独自の奨学金制度を創設すべき。
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３ １番 大泉　徳子

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

４ ６番 荒川　洋平

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長
市　長

市　長

１ 館腰交番名
取が丘連絡所跡
地の利活用につ
いて

(1)平成27年度中に解体された後、市に返還される連
絡所跡地の利活用をどのように考えているのか。地域
の声を良く聞き意見を反映させるべき。
(2)土地を更地のまま眠らせることがないよう、地域
コミュニティー活動の拠点となるような広場やプレハ
ブ小屋等設置の整備を行うべき。

２ 災害時の市
民への情報伝達
について

(1)平成27年12月より有償配布した緊急告知ラジオ
（防災ラジオ）５千台の配布状況は。行政区別販売実
績を明らかにすべき。
(2)緊急時に行政からの情報を確実に伝えるため、普
及率の低い地区への対応を強化するなど、さらなる普
及啓発に努めるべき。
(3)高齢者世帯や18歳未満の子を扶養するひとり親世
帯等の災害弱者には、防災ラジオを無償で配布すべ
き。

１ 閖上地区の
復興について

(1)東日本大震災からまもなく５年。本市のこれまで
の復興に向けた歩みについて。
①震災復興計画の再生期・展開期を終えようとしてい
るが、これまでの取り組みをどのように分析している
か。
②これまでの経過から見えた新たな課題は。
(2)現在の取り組みと、これからの展望について。
①生活再建、産業、まちづくり、それぞれについて伺
う。
②震災復興計画の計画期間は平成23年度から平成29年
度までとなっているが、その進捗は。
③復興へ向け、市全体で意見統一は図られているか。
常時どのように連携をとっているのか。
④市民、被災住民へ向けた全体説明会を定期的に開催
すべき。

２ 復興公営住
宅への入居につ
いて

(1)平成28年度から閖上地区第一期の戸建復興公営住
宅を初め、閖上地区へ建設される復興公営住宅への本
格的な入居が始まる。それに伴う本市の考え方と対応
について。
①平成28年度入居予定の方々への対応は。
②インフラ整備がどこまで進む予定であるか。周辺環
境についてはどうなるか。早期に入居者へ知らせるべ
き。
③まちの機能が整うまで、仮設コンビニエンスストア
や移動販売など、買い物支援事業に取り組むべき。
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５ １４番 長南　良彦

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

６ １６番 小野寺美穂

市　長

市　長

市　長

市　長

７ ４番 菅原　和子

１ 子育て支援
について

市　長

市　長

２ がん教育の
推進について

教育長

１ ごみ屋敷対
策について

(1)本市のごみ屋敷の実態をどのように捉えている
か。
(2)周辺へ及ぼす影響と住民の要望を踏まえ、解決策
をどのように検討しているのか。
(3)生活環境保全及び防火実現に向け「ごみ屋敷」対
策条例を制定すべき。

２ イノシシ被
害対策について

(1)名取市鳥獣被害防止計画（３カ年）の成果と課題
を伺う。
(2)農作物被害軽減を図る上で地元農家のわな免許取
得推進が不可欠であり、積極的なＰＲと捕獲報奨制度
等の見直しを図り捕獲を強化すべき。
(3)被害対策を学ぶ、地域ぐるみの勉強会を開催すべ
き。

１ マ イ ナ ン
バー制度につい
て

(1)制度の目的と市民に与える影響をどう捉えている
のか。
(2)利便性しか宣伝されていないが、詳細な内容やそ
の危険性を伴う本質について把握し、市民に知らせる
べき。
(3)情報流出等の事件が起きた場合、どう対処し、誰
が責任をとるのか明確にすべき。
(4)違憲性の強い制度に対し、市民を守る立場から廃
止を求めるべき。

(1)子ども医療費助成制度について、通院も中学校３
年生まで拡大すべきと考えるがどうか。
(2)東京都葛飾区では子ども達に読書の楽しさを知っ
てもらうため、小学校１年生と中学校１年生全員に本
を贈呈する「かつしかっ子ブック事業」を行ってい
る。本市でも取り組むべきと考えるがどうか。

(1)がんに対する正しい理解と、がん患者に対する正
しい認識と命の大切さを理解するためにも「がん教
育」を推進すべきと考えるがどうか。
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８ １７番 丹野　政喜

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

９ ３番 齋　浩美

市　長

市　長

２ リフォーム
助成制度につい
て

市　長

１０ ５番 吉田　良

市　長

市　長
選挙管理委
員会委員長

市　長

１ 名取警察署
の設置促進につ
いて

(1)第５次名取市長期総合計画の中で、（仮称）名取
警察署の設置を初め交通事故や犯罪のない安心安全な
まちづくりに向けて、関係機関・団体と連携し施設の
整備に努めるとしているが進捗状況は。
(2)平成17年に策定された宮城県警察署再編整備計画
は、着実な成果を上げている。限られた体制の中で警
察力のより合理的かつ効率的運用による治安確保を図
るため、第２期再編整備計画の必要性を訴えるべき。
その中で、名取警察署の設置について働きかけるべ
き。

(3)名取警察署設置までの補完措置として、増田交番
を幹部交番として位置付けるよう働きかけるべき。
(4)増田交番は老朽化に伴い新築されるが、どのよう
な協議がなされているのか。
(5)名取警察署の誘致に当たっては、長期的な見通し
を持って計画的かつ段階的に取り組むべき。今後の取
り組みは。

２ 街頭防犯カ
メラの設置につ
いて

(1)防犯のため、駅や通学路、公園などへの街頭防犯
カメラの設置を推進すべき。
(2)ふるさと寄附金の財源を活用し、防犯カメラの設
置補助制度を創設すべき。

１ 若者の労働
環境について

(1)地方創生総合戦略の実現のため、安定した雇用を
保障し、若者の定住を図るべき。
(2)企業誘致を進める上で、正規雇用を保障させるべ
き。

(1)名取を誇りに思い、いつまでも住み続けたいと選
択されるまちづくりのため、リフォーム助成制度で住
環境の改善を進めるべき。

１ 行政改革に
ついて

(1)人口減少や少子高齢化が国レベルで進む中、本市
が今後も住みよい地域であり続けるためにも、仙台市
を含む周辺自治体との広域連携を進め、将来的に合併
すべき。
(2)公費でまかなわれる選挙運動用自動車は、住民福
祉の増進に何ら資するところがない。選挙運動用自動
車への公費負担を廃止すべき。
(3)広報なとりに掲載される決算報告「名取市の家計
簿」が、納税者に対する説明責任を十分に果たしてい
るとは言えない。より丁寧で分かりやすい表示方法に
改めるべき。
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市　長
教育長

教育長

教育長

１１ １１番 及川　秀一

１ 災害情報の
情報伝達につい
て

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

２ 地方創生総
合戦略について

市　長

市　長

市　長
教育長

市　長

２ 教育につい
て

(1)建設が予定される閖上小中一貫校は、児童生徒が
充実した学校生活を送れるだけの人数確保が困難であ
る。人口分布と児童生徒数の長期的見通しを踏まえた
上で、計画を見直すべき。
(2)核家族・共働き世帯がふえる中、市内には毎日の
朝食を食べられない児童生徒が多数いるものと考えら
れる。朝食を食べられない児童生徒に対する支援を行
うべき。
(3)若者の首都圏への流出を抑え、有形無形の文化財
を次の世代に確実に受け渡すためにも、ふるさと教育
を充実させるべき。

(1)災害時の情報発信でＪ－ＡＬＥＲＴ情報の受信・
配信はどのように行われるのか、防災行政無線・コ
ミュニティＦＭ・エリアメール・ツイッターなどへ自
動起動機による情報発信なのか、そのシステムの伝達
フロー内容について伺う。

(2)宮城県総合防災情報システム（ＭＩＤＯＲＩ）に
おいてＬＧＷＡＮ回線を利用した情報伝達が可能と
なったが、無線ＬＡＮ、Ｗｉ－Ｍａｘ、衛星回線等を
利用した情報伝達システム及び体制での情報発信はど
のように行うのか。

(3)災害時の情報伝達をどのような手順で市民へ届け
るのか、災害情報の入手及び受信の方法、マルチユー
スによる伝達方法についての整備の現状を明らかにす
べき。
(4)多重化の手段として、防災ラジオ導入での周知及
び配布状況の現状は。
(5)次期募集で、防災ラジオの問題点である電池の寿
命改善と各種団体の働きかけによる普及拡大を図るべ
き。

(1)長期総合計画や震災復興計画との地方創生総合戦
略の位置づけや整合性の考え方で、地方創生総合戦略
を優先して取り組むべき。
(2)公共交通機関の充実のため、なとりん号による公
民館経由路線や買い物バスの運行路線を確保すべき。
(3)学校教育と社会教育の充実「知の地域づくり」と
して体育協会と連携し、スポーツ分野の専門家やトッ
プ選手によるスポーツ教室を実施すべき。
(4)定住を促進するための居住地の確保のため、郊外
型住宅団地の活性化を図るための施策について、市民
との協働により検討するとあるが、市民全体の協議で
進めるべき。
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１２ ２０番 菊地　忍

１ 子育て支援
について

市　長

市　長

市　長

市　長

３ ドクターヘ
リの運航につい
て

消防長

市　長
消防長

(1)妊娠期から就学前の子育て家庭を対象とした「子
育て応援アプリ」を導入し、情報提供に取り組むべき
と考えるがどうか。

(1)今秋宮城県でもドクターヘリの運航を開始する。
市内にてドクターヘリが着陸し、救急車と合流するラ
ンデブーポイントは何箇所予定しているのか。
(2)近隣住民への周知や着陸地が砂場の場合の砂ぼこ
り対策が必要と考えるがどうか。

(2)保育所の保育料や放課後児童クラブの利用料につ
いて、コンビニ納付に対応できるようにすべきと考え
るがどうか。

２ 個 人 番 号
カードの普及に
ついて

(1)個人番号カードの申請までできる証明写真機を庁
舎内に設置すべきと考えるがどうか。
(2)新潟県三条市では、個人番号カードの普及と証明
書コンビニ交付の利用拡大を目指し、条例規約による
独自サービス（選挙の期日前及び当日の投票入場受
付、避難所の入退所受付）を提供する。本市でもこの
ような取り組みを実施すべきと考えるがどうか。
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